
農地中間管理事業の実施状況等について 

 

 

１．農地中間管理事業の概要・目的 

 農業経営の規模拡大や農用地の集団化、新規就農の促進等を進めるとともに、担い手への農地集

積と集約を支援することで農業の生産性の向上に資することを目的に、農地の中間的な受け皿とな

る農地中間管理機構を創設し、担い手への農用地の集積・集約化を推進する。 

 宮城県では、公益社団法人みやぎ農業振興公社が農地中間管理機構として、事業を実施。 

 

 

２．事業内容 

（１）農用地等の借受け 

（２）農用地等の貸付け 

（３）必要に応じ、借受した農用地等の簡易な整備 

 上記については、農地中間管理機構が実施主体となっているが、事業の広報や貸付希望者と借受

希望者の貸借に係る調整等、業務の大部分については、市町村やＪＡ等に委託して実施する予定。

本市では、農林部・ＪＡ仙台・農業委員会の３者が役割分担を行い、連携して事業を推進する。 

 

 

３．仙台市における借受希望者公募の概要 

（１）募集区域設定・・・１区域（仙台市内一円） 

（２）募 集 期 間・・・平成 26年９月１日（月）～平成 26年９月 30日（火） 

 

 

４．今後のスケジュール 

 

平成 26年８月 21日       

平成 26年８月～９月        

平成 26年９月１日       

平成 26年９月上旬         

平成 26年 10月上旬頃      

平成 26年 10月～12月      

平成 26年 12月～２月        

平成 27年１月～３月        

 

 

・ＪＡ仙台チャレンジプラン推進委員会（参加者に対し事業および公募の説明） 

・地域説明会（実行組合長会議等における説明会） 

・借受希望者 借受申込受付 開始 

・担い手への説明会（地域の担い手を中心とした説明会 ２回予定） 

・貸付希望者 貸付申込受付 開始予定 

・マッチング活動 

・農地利用集積計画の作成、農地利用配分計画の作成 

・「経営転換協力金」、「耕作者集積協力金」の助成金交付 

 

資料 ６ 


